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レアメタル低減・
代替材料開発部門

レアメタル使用量低減
技術やレアメタル代替
材料の開発

資源リスクに脅かされない至極

ありふれた元素である鉄と窒素

から構成される準安定強磁性

窒化鉄相の磁石バルク体化を

目指し、各種構造・磁気特性

評価技術を駆使し、ナノ粒子合

成からそれらのバルク成型技術

まで一貫した新たなボトムアップ

型プロセスを構築することにより
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大量合成
分散／
表面処理

バルク化
電気・磁気
回路構成

錯体化学、ナノ粒子化学
有機化学、プラズマ科学…

有機化学、表面科学
ポリマー化学、…

金属工学、粉末冶金学
結晶工学、…

磁気工学
電気工学、…

磁石成型

磁界分布解析

表面修飾材

非磁性…

1 nm 1 mm 1 mm 1 m

磁気物性、材料物性、計測工学、…

Fe-Nナノ粒子

原材料

界面活性剤
凝集防止剤

ナノ粒子合成

ナノコーティング

ナノサイズ制御

分子構造制御

ナノ組織制御

化学工学、
プロセス工学、…

構造・物性評価

 トランスアスクル
（市場より入手）

分解後

 

NEDO-PJ(H22)
NEDO-PJ(H23-H24) METI-PJ/NEDO-PJ(H24 ~ 現在)

ボトムアッププロセスを駆使した
窒化鉄ナノ粒子材料の実用化に向けて

新規磁石用

材料の創製を

図る。


